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く
ろ
の
校
区
の
皆
様

に
は
日
頃
よ
り
自
治
会

連
合
会
の
諸
行
事
、
事

業
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
本
年
の
役

員
改
選
に
伴
い
、
は
か
ら
ず
も
連
合
会
長
に
選
任

さ
れ
、
責
任
の
重
さ
と
、
こ
と
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
の
で
校
区
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
東
海
環
状
自
動
車
道
に
つ
き
ま
し
て
は

諸
事
情
等
に
よ
り
遅
れ
て
い
ま
す
が
、
城
田
寺
ト

ン
ネ
ル
の
掘
削
に
伴
い
、
土
砂
等
の
運
搬
工
事
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
ア
ク
セ
ス
道
路
も
ま

だ
地
に
つ
い
て
は
お
り
ま
せ
ん
が
他
校
区
と
も
連

携
し
環
境
整
備
を
す
る
事
が
必
要
で
す
。
又
ソ
フ

ト
の
面
で
ご
心
配
の
よ
う
に
少
子
超
高
齢
化
、
一

人
一
世
帯
の
増
加
に
伴
い
、
人
口
、
世
帯
の
減
少
、

自
治
会
加
入
率
の
低
下
が
お
き
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。
連
合
会
の
事
業
、
活
動
と
黒
野
ま
ち
づ
く

り
の
活
動
と
が
連
携
し
合
っ
て
、
一
層
の
活
性
化

に
向
け
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
安

心
、
安
全
、
教
育
、
福
祉
、
歴
史
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
に
つ
い
て
時
に
合
っ
た
特
色
を
出
し
合
い
、
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
緊
急
時
の
要
支
援
者
の
マ
ッ

プ
整
備
、
世
帯
調
査
の
再
点
検
、
地
域
と
各
種
団

体
と
の
連
携
、
又
本
年
は｢

ほ
っ
と
バ
ス｣

（
黒
野

･

西
郷
地
区
）運
行
十
周
年
記
念
式
典
を
柴
橋
岐
阜

市
長
さ
ん
を
迎
え
行
い
ま
す
。

　

先
輩
の
役
員
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
り
、
今
日

ま
で
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
採
算
で
は
一
層
の
努

力
と
忍
耐
力
が
必
要
で
す
。
こ
の
様
な
中
、
自
治

会
活
動
、
ま
ち
づ
く
り
の
両
輪
に
な
る
様
に
力
を

合
わ
せ
、
活
動
を
通
し
て｢

地
域
力｣

の
向
上
を
目

指
し
、
子
育
て
・
教
育
環
境
・
高
齢
者
を
支
え
て

行
く
活
動
が
今
後
特
に
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

黒
野
校
区
の
自
治
会
活
動
に
参
加
し
て
総
合
力
を

高
め
、
生
き
生
き
と
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
為

に
お
互
い
力
を
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
地
域
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

ご着任紹介
校区のお世話になります。
宜しくお願い致します。（敬称略）

黒
野
自
治
会
連
合
会　

会
長　

西
　
垣
　
　
　
薫

　

連
合
会
長 
就
任
挨
拶

岐阜北警察署
黒野交番長

赤 堀 　 治

岐阜北消防署
黒野分署長

梅 田 成 彦

　現憲法は米国の非軍事化
政策の中、徹底した戦争放棄
をもとにGHQによって作成され、
施行されて一度も改正されるこ
となく70年が経ちます。
　現在日本を取り巻く安全保

障環境は激変しています。北朝鮮の核・弾道ミサイル脅
威、中国の海洋進出、ロシアの拡張主義の復活といっ
た厳しい国難の時代を迎えています。そんな中、現憲法
下で2年前に新安保法制が成立されましたが、自衛権の
行使や、国際法に基づく活動には制約が残っており現
場の自衛隊は混迷しています。新安保は我が国に対す
る武力攻撃があった場合は自衛権が発動できますが、平
時の対領空侵犯措置や武力攻撃に至らない主権侵害に
は警察権でしか対処できません。また、PKOなど海外で
活動する自衛隊には国際法より国内法が優先し、警察
権の範囲の行動しかできないのが現状であります。
　自衛官は入隊時に事に臨んでは危険を顧みず、自分
の命より大事な国民のために戦うと宣誓しています。自
衛隊憲法違反の言葉は自衛官の心に突き刺さっていま
す。PKOなどの海外派遣ですら憲法違反と非難され本
当に心が痛みます。防人達のため、自衛隊違憲論争に
終止符を打つため、如何なる形でもよいので、憲法に自
衛隊を明記し、自衛隊の存立目的を明確にする必要が
あると考えます。

憲法改正について
岐阜市議会議員　郷　英明

　5月18日の岐阜市議会臨
時会において、新しい議長
に選出され、第97代議長
に就任いたしました。
　任期は、来年の5月1日ま
で。議長の職務は、市議

会の議事進行役に加え、議会代表としての各種行
事への出席、岐阜県内の市議会を代表して全国規
模の会議への出席等、数多くの役割があります。
　次の6月議会からは、柴橋正直新市長の思いのこ
もった補正予算等の議案が提出されますので、市民
の代表として慎重に審議、検討し、さらに議会側か
らも積極的に提案して、議会と市執行部が提案競
争出来ればと考えています。
　又、議会では、年4回の定例会の本会議及び常
任委員会で議案等を審議、検討し、特別委員会で
諸課題の調査研究を行っている他、国会と同様の
超党派で構成する議員連盟の活動があります。
　現在、岐阜市議会スポーツ振興推進議員連盟で
は、市のスポーツ団体の要望等の把握に努めていま
すが、芸術、文化、観光振興や国際親善を目指
す議員連盟もあり、活発な活動が期待されています。
　多忙な日 と々なりますが、健康に留意し、任期を
全う出来るよう精進して参ります。これまでと同様の
ご指導をお願いいたします。

市議会議長に就任しました
岐阜市議会議員　信田朝次

　天皇陛下の生前退位に
よって、2019年5月1日から
新しい年号に変わります。
新天皇による新しい時代の
幕開けになります。
 そうして幕開けした翌年の

2020年秋には、東京オリンピックが開催されます。
また、2021年3月末には、岐阜市役所新庁舎が
完成します。
　さらに、2024年度までに岐阜県内の東海環状
自動車道西回りルートが開通し、黒野地区では、

（仮称）岐阜インターチェンジが開設されます。開通
のあかつきには、黒野地区も大きく様変わりするこ
とになるでしょう。
　そのため、その開通に合わせて、しっかりとまち
づくりに取り組んでいかなければなりません。
　まちづくりといえば、黒野地区にも黒野まちづくり
協議会が設立されており、毎年「安心・安全・防
災部会」「福祉・教育部会」「文化・歴史・スポー
ツ部会」の3部会が、防災訓練、高齢者見守り事
業、黒野ラジオ体操会などの各種事業を実施し、
地域の総合力を高め、地域に活力や安心がもたら
され、暮らしやすい魅力的な地域となるように取り
組んでいますので、私も、黒野地域のまちづくりに、
皆様とともにしっかり取り組んでまいります。

新しい時代を迎えるにあたって
岐阜市議会議員　黒田育宏
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定
期
総
会
・
福
祉
大
会
を
開
催

　

黒
野
白
寿
会
連
合
会
で
は
、
5
月
8
日

に
西
部
コ
ミ
セ
ン
で
、
市
議
、
自
治
会
連

合
会
長
な
ど
の
ご
来
賓
と
、
会
員
2
5
0

人
余
の
参
加
を
得
て
、
定
期
総
会
・
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
期
総
会
で
は
、
国
歌
斉
唱
、
黙
祷
、
功
労
者
表
彰
、
子
ど

も
見
守
り
隊
の
会
員
に
感
謝
状
の
贈
呈
、長
寿
会
員
に
歳
祝
を
、

そ
し
て
前
期
生
ま
れ
の
会
員
4
4
9
名
に
も
誕
生
祝
を
贈
呈

し
、
ご
来
賓
か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
後
、
議
事
に
移
り
、
事
業
報
告

と
収
支
決
算
の
承
認
、
新
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予
算
の
決

定
、
そ
れ
に
新
役
員（
補
充
）の
承
認
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
祉
大
会
で
は
、「
ミ
ナ
レ
ク
運
動
で
健
康
長
寿
に
」

と
題
し
て
、
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
渡
邉
会
長
さ
ん
に

講
演
を
頂
き
、
笑
顔
と
手
指
を
使
っ
た
運
動
の
ご
指
導
を
頂
い

て
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

黒
野
白
寿
会
連
合
会
長　

國
島　

孜

　

平
成
30
年
4
月
1
日
よ
り
岐
阜
市
北
消

防
団
黒
野
分
団
分
団
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
、
北
村
竜
一
と
申
し
ま
す
。
地
域
の

安
心
、
安
全
を
守
る
重
大
な
責
務
に
責
任

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
黒
野
地
域
も
都

市
化
が
進
み
、大
規
模
な
災
害
発
生
も
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

消
防
団
も
万
一
に
備
え
活
動
を
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
連
合
会
を
は
じ
め
関
係
す
る
各
団
体
と
の
協
力
関
係

を
築
き
な
が
ら
、
校
区
の
防
火
防
災
に
黒
野
分
団
全
団
員
、
一

致
団
結
し
て
力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

校
区
の
皆
様
方
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
に
代
え
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

岐
阜
市
北
消
防
団
黒
野
分
団
分
団
長　

北
村
竜
一

　

黒
野
地
区
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
日

赤
奉
仕
団
活
動
に
、
ご
理
解
ご
協
力
を

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
私
た
ち
は
赤
十
字
の
国
籍
・
人
種
・

宗
教
に
関
係
な
く
人
道
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
思
い
を
持

ち
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
、
自
治
会
連
合
会
の
皆
様
の

ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
新
た
に
13
名
の
方
が
黒
野
奉
仕
団
に
ご

登
録
い
た
だ
き
早
速
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
主

な
活
動
と
し
ま
し
て
岐
阜
支
部
は
赤
十
字
病
院
・
清
流
マ
ラ
ソ

ン
・
献
血
・
長
良
川
清
掃
や
岐
阜
市
敬
老
会
で
の
お
手
伝
い
、

黒
野
地
区
で
は
介
護
施
設
で
の
理
髪
・
清
掃
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
等
の
お
手
伝
い
や
黒
野
地
区
防
災
訓
練
等
の
お
手
伝
い
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
皆
様
か
ら
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
赤
奉
仕
団
黒
野
団
長　

郷
眞
由
美

放
課
後
子
ど
も
教
室「
黒
野
っ
子
ひ
ろ
ば
」を
開
催

　

地
域
の
皆
様
に
は
日
頃
よ
り
、
青
少
年
育
成
市
民
会
議
の
活

動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
「
ミ
ニ
集
会
」
や
「
少
年
補
導
」、「
親
子
ふ
れ
あ
い

教
室
」
や
「
ふ
れ
あ
い
町
内
つ
く
り
夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
」

な
ど
を
、
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

活
動
の
一
つ
と
し
て
、
平
成
30
年
度
も
黒
野
小
体
育
館
で
放

課
後
子
ど
も
教
室
、『
黒
野
っ
子
ひ
ろ
ば
』を
1
年
生
か
ら
6
年

生
ま
で
参
加
を
募
集
し
、
5
月
21
日
よ
り
開
催
し
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
と
楽
し
く
遊
び
、
様
々
な
体
験
を
通
し
て
豊
か
な
心
が

育
つ
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
中
高
生
の
地
域
活
動
へ
参

加
の
推
進
を
し
ま
す
。

　

次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は

地
域
み
ん
な
の
宝
物
で
す
。
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ
よ
う

地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

黒
野
青
少
年
育
成
市
民
会
議
会
長　

工
藤
治
示

黒
野
白
寿
会
連
合
会

黒
野
青
少
年
育
成
市
民
会
議

日
赤
奉
仕
団

北
消
防
団
黒
野
分
団

月曜日の放課後、体育館で遊びます。
（黒野っ子ひろば）

明
る
く
力
強
く
生
き
る

　

校
区
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
母
子
寡
婦
福
祉
に
ご
支
援
頂

き
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

30
年
度
の
事
業
計
画
も
連
合
会
で
決
ま
り
、
一
人
親
家
庭
を

対
象
に
行
事
を
計
画
い
た
し
ま
し
た
。

◦
一
日
親
子
の
集
い　

南
知
多
ビ
ー
チ
ラ
ン
ド
水
族
館
見
学

と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー（
8
月
5
日
）

　

◦
デ
ィ
ズ
ニ
ー
旅
行（
車
中
泊
）（
8
月
24
日
〜
26
日
）

　

◦
県
母
連
運
動
会　

岐
阜
市
総
合
体
育
館（
11
月
4
日
）

　

◦
若
年
母
子
の
集
い
・
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
　

活
動
セ
ン
タ
ー（
12
月
9
日
）

　

そ
の
他
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
、
電
話
相
談
事
業
、
総
会
、
研
修
大
会
、

福
祉
大
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
る
事
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

黒
野
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
会
長　

大
嶋
弘
子

標
語『
忘
れ
て
な
い
？
　

　
　
　
サ
イ
フ
に
　
ス
マ
ホ
に

　
火
の
確
認
』

　

黒
野
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、
1
年

間
、
標
語
の
も
と
各
町
内
の
皆
様
と
消

防
団
員
の
方
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
毎
月
火
災
広
報
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
は
、
岐
阜
市
消
防
本
部
で
行
っ

て
い
る
住
宅
防
火
推
進
事
業「
安
・
安
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
担
当

校
区
に
な
っ
て
い
ま
す
。
4
月
の
総
会
の
時
に
は
、
岐
阜
北
消

防
署
予
防
課
係
長 

小
林
様
に
講
習
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
自
治
会
・
消
防
団
・
市
民
消
火
隊
・
防
水
団
の
活

動
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
で
は
、
一
緒
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
皆

様
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

黒
野
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
会
長　

野
々
村
恵
子

黒
野
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

岐
阜
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
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黒
野
校
区
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
体
育

事
振
興
会
業
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂

き
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
校
区
民
の

健
康
と
ふ
れ
あ
い
に
役
立
つ
活
動
を
行
い
、

明
る
く
楽
し
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
又
、昨
年
度
は
黒
野
自
治
会
連
合
会
主
催
の
第
36
回
、

黒
野
校
区
市
民
大
運
動
会
の
開
催
に
、
ご
協
力
ご
参
加
を
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年

度
も
左
記
の
通
り
計
画
致
し
ま
し
た
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
是
非
ご
参
加
頂
き
ま
す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
行
事
計
画

　

◦
5
月
16
日　

新
役
員
総
会
の
開
催

　

◦
6
月
10
日　

校
区
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

◦
9
月
9
日　

各
種
団
体
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

◦
10
月
14
日　

校
区
親
睦
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

◦
11
月
23
日　

歩
け
歩
け
運
動
大
会

　

◦
12
月
2
日　

新
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会（
ふ
ら
ば
ー
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　

◦
2
月
17
日　

町
内
対
抗
卓
球
大
会

　

◦
3
月
26
日　

年
度
末
総
会
の
開
催

　

◦
そ
の
他　
　

黒
野
小
運
営
委
員
会（
7
月
29
日　

夕
涼
み
会
に
協
力
）

　
　
　
　
　
　
　

黒
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
協
力

　
　
　
　
　
　
　
（
8
月
5
日　

N
H
K
ラ
ジ
オ
体
操
に
協
力
）

体
育
振
興
会
会
長　

笹
田
良
司

『
右
よ
し
、
左
よ
し
、
後
ろ
よ
し
』

　

校
区
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
交
通

安
全
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い

て
お
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
始
ま
り
ま
し
た
小
学
校
で
の
交
通
安
全
教
室
で
は

『
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
』『
急
に
道
路
へ
は
飛
び
出
さ
な
い
』

を
何
度
も
繰
り
返
し
て
子
ど
も
達
に
言
い
聞
か
せ
ま
し
た
。
馴

れ
な
い
自
転
車
に
乗
っ
て
フ
ラ
フ
ラ
す
る
子
も
い
れ
ば
、
口
だ

け
で
よ
し
、
よ
し
す
る
子
も
い
ま
す
。
ぜ
ひ
家
庭
で
も
呼
称
確

認
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
数
が
年
々
減
少
す
る
中
で
大
事
な「
黒
野
っ
子
」を
皆
で

守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

私
達
協
会
の
役
員
1
2
0
名
の
内
、
今
年
度
は
半
数
以
上
の

方
が
交
代
さ
れ
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
お
仕
事
等
で
お
忙
し
い
中
、

街
頭
指
導
や
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
な
ど
し
て
頂
き
ま
す
。
役
員

各
位
の
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

岐
阜
北
交
安
協
黒
野
支
部
長　

松
井
直
樹

　

地
域
の
皆
様
に
は
日
ご
ろ
か
ら
黒
野
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
に
ご
理
解
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

黒
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
7
つ
の
ク
ラ

ブ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
団
員
数
は
約

1
6
0
名
、
指
導
者
、
役
員
は
1
2
0
名
を
超
え
る
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
で
す
。
各
ク
ラ
ブ
で
は
種
目
ご
と
に
日
頃
の
練
習
や
試

合
に
汗
を
流
す
ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ
や
合
宿
、
遠
征
な
ど
の
行
事

を
通
し
て
団
員
の
心
と
身
体
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
季
節
ご
と
に
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
体
育
館
・

道
場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
の
大
掃
除
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
道

具
や
場
所
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
け
る
事
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
も

育
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
加
え
少

年
団
全
体
の
行
事
と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
餅
つ
き
・

大
縄
跳
び
・
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ど
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が

季
節
ご
と
に
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
で
は
年
間
を
通
し
て
い
つ
で
も
見
学
・
体
験
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

黒
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
長　

柴
田
弘
明

　

日
頃
よ
り
、
子
ど
も
会
育
成
委
員
会

の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
も
子
ど
も
会
・
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
活

動
が
楽
し
く
♪
役
立
つ
よ
う
！
サ
ポ
ー

ト
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

5
月
12
日
に
は
、
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
の

開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。
大
学
生
の
シ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
、
ド
キ

ド
キ
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
遊
び
が
ス
タ
ー

ト
。
子
ど
も
達
か
ら
「
ワ
ハ
ハ
ッ
。」
と

大
き
な
笑
い
声
が
聞
こ
え
て
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
高
学
年
を
対
象
に
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
体
験
会（
子
ど

も
ま
つ
り
）を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
ご
参
加

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
野
子
ど
も
会
育
成
委
員
会
委
員
長　

増
田
由
香
里

黒
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

黒
野
体
育
振
興
会

黒
野
子
ど
も
会
育
成
委
員
会

岐
阜
北
交
安
協
黒
野
支
部

水
防
団
の
活
動

　

日
頃
は
水
防
団
活
動
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
水
防
団
は
皆
様
の
生
命
、
財

産
を
守
る
べ
く
各
自
治
会
か
ら
選
出
し

て
頂
い
た
方
々
が
命
令
・
指
揮
の
元
、
訓
練
・
講
習
な
ど
を
受

け
、
近
年
多
々
発
生
し
て
い
る
堤
防
決
壊
・
地
震
・
水
害
な
ど

予
想
が
つ
か
な
い
様
な
災
害
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
団
員
の
人
数
確
保
、活
動
に
対
す
る
ご
理
解
・

ご
支
援
を
皆
々
様
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

黒
野
水
防
団
団
長　

森
口
義
博

黒
野
水
防
団

あ
な
た
も
か
つ
て
は
青
年
、
ど
な
た

も
入
会
の
資
格
が
あ
り
ま
す

　

黒
野
青
年
O
B
会
は
、
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
第
一
に
し
て
い
ま
す
。
年
齢
と
と
も
に
社

会
と
の
接
点
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。一
日
の
生
活
の
中
で
、き
ょ

う
何
か
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
こ
と
は
、
気
苦
労

な
も
の
で
す
が
そ
れ
だ
け
行
動
目
的
が
で
き
る
の
で
す
。

　

生
き
が
い
や
健
康
は
、
こ
う
し
た
自
発
的
な
行
動
か
ら
生
ま

れ
て
き
ま
す
。
人
生
の
経
験
を
生
か
せ
る
こ
と
は
、
自
分
自
身

の
存
在
感
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

子
育
て
を
終
え
、
自
分
の
仕
事
に
も
区
切
り
を
つ
け
た
方
こ

そ
、
次
の
人
生
を
大
切
に
考
え
る
時
期
な
の
で
す
。

　

人
と
接
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
頭
脳
を
つ
か
い
ま
す
。
決
し

て
ぼ
け
た
り
、
無
気
力
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
人
は
最
後
ま
で
人

と
お
つ
き
合
い
な
の
で
す
。
さ
て
、
あ
な
た
は
ど
う
生
き
ま
す
か
。

黒
野
青
年
O
B
会
会
長　

田
中
昭
彦

黒
野
青
年
O
B
会

新聞紙を使って楽しいゲーム優勝した黒野チームのメンバーたち
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編 

集 

後 

記

　

平
成
30
年
度
も
各
事
業
は
継
続
致
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
自
治
会
長
、
各
種
団
体

の
皆
様
方
に
は
相
変
わ
ら
ず
の
ご
協
力
ご

支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

又
、
6
月
号
発
刊
に
際
し
投
稿
頂
き
ま

し
た
皆
様
に
は
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

黒
野
自
治
会
連
合
会

事
務
局
長　

澤
島
勝
美

黒
野
自
治
会
連
合
会
役
員

平
成
30
年
度

会　

長　
　

西
垣　
　

薫（
御　

望
）

副
会
長　
　

堀
田　

啓
二（
下
鵜
飼
）

副
会
長　
　

浅
野　
　

浩（
交　

人
）

副
会
長　
　

神
山　

富
雄（
共
和
町
）

理　

事　
　

岩
本　

和
仁（
西　

畑
）

理　

事　
　

梅
村　

幸
男（
下
鵜
飼
）

理　

事　
　

白
木　

義
高（
下
鵜
飼
）

理　

事　
　

笹
田　

良
司（
黒　

野
）

理　

事　
　

関
谷　

太
治（
黒　

野
）

監　

事　
　

戸
本　

攝
郎（
黒　

野
）

監　

事　
　

河
口　

嘉
男（
黒　

野
）

会　

計　
　

池
本　

孝
夫（
黒　

野
）

顧　

問　
　

野
々
村
文
彦（　
洞　

）

事
務
局
長　

澤
島 

勝
美  

（
黒　

野
）

事
務
次
長　

田
口 

勝
廣  

（
黒　

野
）

社
協
主
事　

平
野 

俶
弘  

（
黒　

野
）

「ほっとバス」運行10周年
記念式典案内

平成30年6月16日（土）
午前9：00

　岐阜市長さんを迎えて記念式典を行います。
場　　所：黒野会館駐車場
式典催事：くす玉割り、テープカット
　　　　　市長祝辞、来賓祝辞他

雨天決行（黒野会館2階で開催）
黒野・西郷地区コミュニティバス等運営協議会

実　　施　　項　　目 実施日 備考

1 連合会自治会長と校区岐阜市議、警察、消防、
小学校、JA各長の顔合せ 4月25日（水） 既済

2 自治会連合会役員と校区各種団体長との合同
会議開催 5月25日（金） 既済

3 社会福祉協議会黒野支部役員と校区民生委員・
児童委員とによる視察研修に参加 7月18日（水） ねむの木学園

4
青色回転灯パトロ－ル講習会 5月22日（火） 既済

黒野校区くらしの安全推進（パトロールの実施） 年　間

5 資源分別回収の実施（自治会連合会分担）4ヶ月 12月～３月 毎月第2土曜日

6 各自治体単位で行う人権学習（町内学習）の実施 ８月～11月 町内単位

7 黒野校区「敬老祝賀会」の実施 9月17日（月・祝） 黒野小学校

8 黒野自治会連合会主催による防災訓練の実施
（西ブロック） 10月28日（日） みどり広場

9 黒野校区「ひとり暮らし高齢者の集い」に協力 11月17日（土） 黒野会館

10 黒野校区「文化祭」に参加 11月3日（土・祝）
・4日（日） 黒野小学校

11 黒野校区「新成人を祝い励ます会」の開催 平成31年
1月13日（日）

西部コミセン
（定例会も）

12 黒野自治会長研修旅行の実施（行き先未定） 2月2日（土）～3日（日）

13 高齢者介護福祉教室開催（黒野会館） 5月12日（土） 9月8日（土）

14 「やろまいか、今日から変える生活習慣」の講演会開催 6月29日（金） 黒野会館

その他	 特1　シビックアクション号利用　11月15日（木）【30年度】該当連合会事業	
	 特2　防災研修視察　　　　　　　10月		6日（土）【30年度】助成金事業
	 1　自治会長定例会議（毎月10日を原則）1月、2月は変更（10日が日曜日の場合は月曜日に繰越）
	 2　黒野校区各種団体との交流	 	
	 3　黒野校区美化運動の実施（ごみゼロ、クリーンシティー）	 	
	 4　岐阜市の行う各種行事への参加	 	
	 5　岐阜市社会福祉協議会の行う各種行事への参加、及び黒野支部の事業への参加、協力
	 6　黒野まちづくり協議会との共催、協力	 	 	
	 7　各種募金運動に参加協力	 	
	 8　その他、黒野校区発展のための各種事業の実施

平成30年度　黒野自治会連合会、社協主要行事

岐阜市北消防団  団　長　 　　　　西 垣 安 久
岐阜市北消防団  副団長　 　　　　長 屋     章
岐阜市北消防団  黒野分団 分団長　北 村 竜 一

平成30年度より
当地区消防関係者は
次の通りになりました

ご披露いたします
　

黒
野
校
区
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り

子
ど
も
達
を
あ
た
た
か
い
目
で
見
守
り

い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
お
陰
様
で
子
ど
も
達
は
大

き
な
事
故
も
な
く
、
健
や
か
に
学
校
生

活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

先
日
行
わ
れ
た
ニ
コ
ニ
コ
ウ
ォ
ー
ク
で
は
、
お
お
ぜ
い
の
地

域
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
P
T
A
役
員
一
同
、
子
ど
も
達
が
よ
り
よ
い
環
境

で
伸
び
伸
び
育
つ
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
支
援
い

た
だ
き
ま
す
様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

黒
野
小
P
T
A
会
長　

篠
田
和
士

黒
野
小
P
T
A



（5）　平成30年6月10日 第 33 号く ろ の 社 協 だ よ り

第  33  号

発　行

岐 阜 市 社 会 福 祉 協 議 会
黒 野 支 部

く
ろ
の

 
社
協
だ
よ
り

◦
7
月
18
日

　

黒
野
社
協
研
修
旅
行
を
予
定

◦
9
月
9
日

　

第
2
回
高
齢
者
介
護
予
防
教
室

◦
9
月
17
日

金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
方
に
記

念
品
を
贈
呈

◦
11
月
17
日

「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
」

自
治
会
連
合
会
役
員
と
民
生
児

童
委
員

　平成医療短期大学リハビリテーション学科作業療法専攻の先生と生徒が黒
野地域の皆さんの健康にお役にたちたいと昨年も「末広町いきいきサロン」に
参加され、作業療法の立場からゲーム感覚の運動などを行い、サロンの皆さ
んと楽しんでおられました。
　ふれあい・いきいきサロン事業は、同じ地域住民であるボランティアと利
用者《当事者》が協働で企画し、「歩いて」「気軽に集まれる」公民館などで「定
期的に」実施していく楽しい気軽な仲間づくりの事業です。
　町内の、生活に寂しさや不安を抱変えている人などを誘い合って参加して
ください。
　参加者はその地域の住民が大半を占めていることが必要ですが、だれでも
参加できるようチラシ等で開催を周知しでください。
　また、今後は既に実施されている「いきいきサロン」の活動報告を順次紹介
していく予定です。

社
協
黒
野
支
部
の

行
事
予
定

ふれあい・いきいきサロン事業



第 33 号 平成30年6月10日　（6）く ろ の 社 協 だ よ り

　

社
協
黒
野
支
部
で
は
、
車
い
す
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
書
画
カ
メ
ラ
、
キ
ー
ボ
ー

ド
、
マ
イ
ク
・
ア
ン
プ
セ
ッ
ト
な
ど
を
地
域
活
性
化

に
役
立
つ
よ
う
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
治
会
傘
下
の

各
種
団
体
に
貸
出

を
し
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
団
体

は
、
黒
野
会
館
に

申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

黒
野
地
域
も
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
日
ご
ろ

か
ら
見
守
り
支
え
合
い
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
災
害
時
の
救
助
活
動
に
役
立
つ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」は
毎
年
見
直
し
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
以
前
作
成
し
た

マ
ッ
プ
は
、
か
な
り
古
く

な
っ
て
お
り
差
し
替
え
が
必

要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、「
救
命
キ
ッ

ト
」
を
「
福
祉
マ
ッ
プ
」
又
は

「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」を
作
成

さ
れ
た
自
治
会
を
中
心
に
、

順
次
配
布
し
て
い
き
ま
す
。

　

筋
ト
レ
ク
ラ
ブ
の
協
力
で
高
齢
者
介
護
予
防
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。

備
品
の
活
用
を

「
福
祉
マ
ッ
プ
」「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
」の

検
討
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

5
月
12
日

第
1
回
高
齢
者
介
護
予
防
教
室
を
実
施
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第  10  号

発　行

黒 野 ま ち づ く り 協 議 会
事 務 局

く
ろ
の

ま
ち
協
だ
よ
り

　

平
成
30
年
４
月
16
日
、
黒
野
会
館
に

お
い
て
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
岐

阜
市
役
所
市
民
活
動
交
流
セ
ン
タ
ー
所

長
八
田
健
二
郎
様
、
市
議
会
議
員
信
田

朝
次
様
、
黒
田
育
宏
様
、
郷
英
明
様
、

黒
野
小
学
校
校
長
深
尾
雅
人
様
を
来
賓

に
お
迎
え
し
、
55
名
の
委
員
に
よ
り
議

案
の
審
議
を
行
い
、
事
業
計
画
、
収
支

予
算
お
よ
び
役
員
の
選
任
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
の
事
業
計
画
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
安
心
・
安
全
・
防
災
部
会
】

・
夜
間
青
パ
ト
巡
回
活
動
の
継
続

・
黒
野
自
主
防
災
計
画
の
勉
強
会

開
催

・
災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）

　
（
7
月
15
日
）

【
福
祉
・
教
育
部
会
】

・
高
齢
者
見
守
り（
マ
ッ
プ
作
り

と
救
急
キ
ッ
ト
の
配
布
）

・
高
齢
者
介
護
予
防
教
室
の
開
催

・「
夕
涼
み
会
」運
営
に
参
画
し
協
力

・
災
害
図
上
訓
練（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）

　
（
7
月
15
日
）

【
文
化
・
歴
史
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会
】

・
黒
野
城
公
園
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
に
協
力（
４
月
１
日
〜
８
日
）

・
第
5
回　

黒
野
歴
史
探
訪

　
（
折
立
、
三
ツ
又
）

・
第
5
回　

黒
野
ラ
ジ
オ
体
操
会

開
催（
８
月
５
日
）

黒
野
城
址
公
園

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

黒
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
総
会
開
催

　

４
月
１
日
〜
４
月
８
日
に
か
け
て
黒

野
城
址
公
園
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
年
々
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
増
加
し
盛
大
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
今
年
も
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
藤
棚
を
利
用
し
て
飾
り
つ
け
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
4
日
に
は
柴
橋
市

長
様
も
見
学
に
訪
れ
て
頂
き
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会
　
　
長　
西
垣　
　

薫

副
会
長　
堀
田　

啓
二

（
安
心
・
安
全
・
防
災
部
会
長
）

副
会
長　
浅
野　
　

浩

（
文
化
・
歴
史
・
ス
ポ
ー
ツ
部
会
長
）

副
会
長　
神
山　

富
雄

（
福
祉
・
教
育
部
会
長
）

副
会
長　
留
田　
　

武

　
〃　
　

国
島　
　

孜

　
〃　
　

工
藤　

治
示

　
〃　
　

市
川　

妙
子

　
〃　
　

河
口　

耕
三

会
　
　
計　
池
本　

孝
夫

監
　
　
事　
河
口　

嘉
男

　
〃　
　

松
井　

直
樹

事
務
局
長　
玉
木　

政
芳

事
務
次
長　
島
塚　

正
治

　

な
お
、
設
立
以
来
会
長
を
務
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
野
々
村
文
彦
様
が
退
任
さ

れ
、
今
回
、
西
垣
薫
様
が
会
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
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今回は、折立、共和町、三ツ又です。

「夕涼み会」が今年も
開催されます。

第5回「黒野歴史探訪」を
開催します。

　今年も黒野城と加藤貞泰公研究会に協力して頂き黒
野史跡めぐりを6月16日に行います。黒野城跡公園を

出発し、折立、共和町、
三ツ又の史跡をめぐり
ます。
　全周約5㎞でウォー
キングを兼ねて参加し
て頂くのも歓迎です。
定員は先着50名で、
黒野会館窓口で受
付ています。
　皆様のご参加を
お待ちしています。

　今年も7月29日（日）の予定で「夕涼み
会」が開催されます。
　各種団体等黒野地域全体が一致協力し
て楽しい「夕涼み会」になるよう進めてい
きます。
　黒野まちづくり協議会も夕涼み会の開
催、運営に参加し協力していきます。

第
5
回

黒
野
ラ
ジ
オ
体
操
会
を

開
催
し
ま
す
。

幅
広
い
黒
野
の
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
8
月
5
日
に
黒
野
小
学
校
で
開

催
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
会
の

開
催
日
に
合
わ
せ
て
今
年
も
8
月
5
日（
日
）

に
第
5
回
黒
野
ラ
ジ
オ
体
操
会
を
開
催
し
ま

す
。

　

涼
し
い
早
朝
の
ひ
と
時
、
小
学
生
か
ら
年

配
の
方
ま
で
一
同
に
会
し
て
の
ラ
ジ
オ
体
操

で
体
調
を
整
え
今
年
の
夏
を
乗
り
切
り
た
い

も
の
で
す
。

　

多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
黒
野
ま
ち
づ
く
り
」が
開
設
さ
れ

て
2
年
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
今
ま
で
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
と
と
も
に
、
更
に
幅
広
く
黒
野
地
域
の
情
報

を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
3

月
27
日
春
爛
漫「
黒
野
桜
名
所
の
ご
案
内
」で
小
学
校

の
見
事
な
桜
の
大
木
や
西
町
の
堤
に
あ
る
満
開
の
桜

並
木
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
年
間
の
来
訪
者
数

は
2
，0
0
0
名
超
の
状
況
で
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
方
々

が
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
黒
野
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
の
様
子

を
メ
デ
ィ
ア
コ
ス
モ
ス
で
の
パ
ネ
ル
展
に
出
展
し
広

く
紹
介
し
ま
し
た
。


